
 キーワード：

学生と地域がゆるくつながる
学びの場としくみをつくる

 研 究 概 要：

 アピールポイント、どのような共同研究・連携に結びつけられるか？

主体形成、生涯学習、課題探究、学修者本位

学校とそこに集う学生たちの熱意と関心、さらに地域社会が培っ
てきた文化・歴史を組み合わせることで、学園都市の魅力をさらに
増幅できると考えています。地域を舞台として学びを深めるための
機会とその仕組みをアクション・リサーチ的に探究しています。

地域連携や地域実践研究の機会をマッチングします。
本法人が学科・学部・学年を超えて通年で取り組んでいる
「映えカフェプロジェクト」と毎年秋に開催する「まずラボ合宿」
を核として連携に伴走します。

こちらにSDGｓの
アイコンをいれます
（事務局対応）

 研究者

准教授 中川恵 環境社会学、地域社会学

関連する実績
山形県立米沢鶴城高等学校産業教育連携協議会 副会長／山形県公立大学法人「映えカフェ」
アドバイザー／「まずラボ」“まず集まってゆるくやってみる“わたしたちの自由研究プロ
ジェクト 代表（令和７年度やまぷら初期戦略プロジェクト 採択事業）

令和7年度「まずラボ合宿」の様子


